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1. 以下の空欄を埋めよ．

○（　　　　）探索木（binary search tree）
●入力

左の子孫は小さなキー，右の子孫は大きなキーを持つ（　　　　　）
●アイデア

各ノードのキーと探索したいキーを大小比較することで，
探索範囲を（　　　　　　　　）に限定していく

●計算量

探索 平均（　　　　　　），最悪（　　　　　　）
表への追加  平均（　　　　　　），
削除 平均（　　　　　　）
●その他

（　　　　）されたデータを（　　　　）していくと木の形が直線的になり，計算量が最悪に近づく
2. 以下の空欄を埋めよ．

○（　　　　）木（balanced tree）
2分探索木は偏った形だと性能が悪いのでできるだけ（　　　　）2分木の形に近づける．

○（　　　　　）木
●2分探索木の拡張であり平衡木の一種．
●（　　　　　）において，左右の（　　　　　）の高さの差が（　　　　　）になるように常に保つ．
●要素の追加・削除時に必要に応じて木の（　　　　　）を行う

●計算量

探索の計算量 最悪でも（　　　　　　）
追加（　　　　　　），削除（　　　　　　），再構成（　　　　　　）

●木の再構成の操作の分，アルゴリズムが複雑
3．以下の空欄を埋めよ．

○（　　　　　　）法

· レコード数 n，ハッシュ値数 h のとき，各計算量は

探索（　　　　　　），追加・削除（　　　　　　）
●ハッシュ値数が十分あれば，全て平均（　　　　　　）
●ハッシュ値が重なったレコードの処理

（　　　　　　　）：リストでつなぐ

（　　　　　　　）：その番地以降で開いているところに入れていく

●（　　　　　　　　）
ハッシュ値を導く関数

・できるだけ（　　　　　　）値を導出することが望ましい

・（　　　　）関数（mod）が良く使われる

・複数のハッシュ関数を組み合わせる（　　　　）ハッシュ法がある

4. 質問や授業に対する要望がある場合は余白を使って自由に書いてください．












